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1. は し が き

ショットブラスト工法を用いた新旧コンクリートの打

ち継ぎに際して,旧コンクリー トの表面処理度を凹凸面

の平均深さで評価し,ショットブラスト処理の条件と平

均深さ,曲げ強度およびせん断強度と平均深さの関係等

ついて報告1)･2)したが,本文では平均深さと凹凸面の表

面積との関係,平均深さとショットブラスト処理の条件

および曲げ強度との関係についてその後検討した実験結

果を報告する.

2.実 験 概 要

コンクリー トは水セメント比を50%,60%,70%の

3水準とし,粗骨材の最大寸法を20mm,種類を玉砂利,

砕石とした.玉砂利は大井川産(比重2.66,吸水率 0.71

%),砕石は秩父両神産 (比重 2.70,吸水率 0.65%)で

あった.細骨材は富士川産のHl砂(比重2.62,吸水率2.

24%,粗粒率 3.03)を用いた.コンクリートのスランプ

は配合によらず,10±1cmを目標とした.セメントは普

通ポルトランドセメントを用いて,練 り混ぜ時の室温を

21±2oc,養生は20ocの水中で行った.

旧コンクリー トに相当する供試体の寸法を10×10×

20cm とし,水平打ち継ぎの場合は長手方向を鉛直に,鉛

直打ち継ぎでは長手方向を水平にしてコンクリートを打

設し,24時間後に脱形して水中養生を行った.材令が6

週経過後にコンクリートの表面は乾燥状態のまま,水平

打ち継ぎの供試体ではコンクリート打設時の頂面,鉛直

打ち継ぎでは形枠の当たる側面にショットブラスト処理

を行った.処理面の凹凸についての平均深さ,表面積,

凹凸縦断面の面積等を得るための測定作業を行ってから

水中に24時間放置し,湿潤状態を保って,供試体全体の

寸法が 10×10×40cm となるように新コンクリー トを

打ち継いだ.つづいて4週間の水中養生を行った後,3

等分点2点載荷による曲げ試験を行って打ち継ぎ強度と
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写真1 凹凸長さ測定器とX-Yレコーダー

した.

旧コンクリートの処理面についての測定は,次に述べ

る手順に従って行った.ショットブラスト処理を行う前

に供試体の重量および長さを測定しておき,処理後に測

定した値との差をそれぞれ重量変化,けずり深さとした.

また10×10cmの正方形をなす処理面上で直角に交わ

る2方向においてそれぞれ19断面,合計 38カ所の縦断

面の凹凸図を作成した.作成に当たっては,差動 トラン

ス塾変位計を応用した凹凸長さ測定器を製作 して,X

-Yレコーダーと連動させ,凹凸曲線をかいた(写真-1

は凹凸長さ測定器とXIYレコーダー).さらにディジ

タイザーおよび計算機を用いて数値計算を行った.表面

積を求める場合は,幅 10cmの凹凸図から曲線長を求

め,縦断面の間隔を乗じて集計した.縦断面に関しては,

凸部の最高点に接する水平面と凹凸曲面に囲まれた面積

を求め,この値を処理前の表面積で割ったものを平均深

さとした.また縦断面積の分布から標準偏差を求めると,

この値から処理面の形状を推定することができる.すな

わち,大きな投射エネルギーによってモルタルあるいは

粗骨材の局所的な低品質部分および先鋭となっている部

分が破砕されて,凹凸の大きさや形状に変化が現れると

標準偏差は大きくなる.投射密度が 50kg/m2程度の小
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